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早稲田大学の事例

早稲田大学図書館学術情報課

荘司 雅之
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概 要

IMASシステム

教員情報

今後の予定
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IMAS（Integrated Multi-Archiving Service)
http://www.wul.waseda.ac.jp/PUBS/nenpo/2000/04.html

1999年度補正予算
– 2000年度に完成

Physical Archive
–自動書庫

Digital Archive
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IMAS（Integrated Multi-Archiving Service)

Digital Archive
情報発見のための横断検索

–利用者は情報の形態，保管場所を知らない

–情報資源発見のための統一インターフェイス
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Web Browserからのデジタル情報アクセス

Surface Web
– Spiderが収集可能な情報

Google, goo, Lycos, etc.,

Deep Web
– Spiderが収集できない情報
データベース検索結果
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Deep Web at Waseda
早大学術データベース
– 学内機関，プロジェクト，研究室作成のデータベース

デジタルコンテンツアーカイブ
– 図書館が電子化，保存しているデジタル資源

WINE
– 書籍など伝統的な図書館の書誌所在情報

教員の研究活動状況
– 研究者ディレクトリ
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Deep Web at Waseda 
早大学術データベース

デジタルコンテンツアーカイブ
– 図書館が電子化，保存しているデジタル資源

WINE（書誌所在情報）

教員の研究活動状況
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Deep Web at Waseda 
早大学術データベース

デジタルコンテンツアーカイブ
– 図書館が電子化，保存しているデジタル資源

WINE（書誌所在情報）

教員の研究活動状況
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教員の研究活動状況
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教員の研究活動状況
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教員の研究活動状況
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今後（検討中）
検索
– Link Resolverの導入（SFX, LinkFinderなど）

• ERM 製品の検討
– MetaSearch製品の導入（MetaLib, MetaFind
など）

–図書館スティック
学内ディジタル資料の「広報」
– OAI-PMH（DSpace などの利用）
– GHS（Deep Web のXML化）
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今後（検討中）
図書館で蓄積するもの（IR)
–知的所有権処理済みのもの

• 学位論文
• アイヌ語
• 館蔵資料

–学内関係機関と調整
• 研究推進部
• 教務部

– コミュニティー単位での参加
• 学科，研究所，プロジェクト


